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小学校生き物さがしとは・・・
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大阪市生物多様性戦略の具体的施策
環境教育・啓発事業のひとつです

基本の基は、
大阪市内にどれくらい多様な生き物

が生息し、観察できるのか？
把握して普及・啓発へ



２つのミッション ： 調査と授業
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市内各所の学校内をフィールドとして
• さまざまな生物種を記録しデータを蓄積する
• 調査データや採集した標本、記録した写真などを普及啓発の機会に、適切な方法で市民に公開する

調査データから
• 周辺環境（河川、大規模緑地、商業地域など）からの影響や学校からの影響を考察する
• 学校の校庭の利用状況や、学習園、ビオトープの維持管理状況について考察する
• 調査データをまとめ、学術発表などにより広く成果を還元する

学校内をフィールドとして、児童らの学びを促す
• 身近な生き物の存在に気付く
• 植物や昆虫の体のつくりを観察し、共通点はあるが、色、形、大きさが多様であることに気づく
• すみかにしている周囲の環境や、餌にしている植物など、生き物と生き物の関係、生き物と周囲の環境との
関係に気づく

• どんな生き物がいたかを記録する作業を通じて、身近な生き物、大阪市の自然に愛着をもつようにする

調査
• 生息・生育する生き物の種名等を記録
• 同定が困難なものについては、標本採取
• 大阪市立環境科学研究センターでとりまとめ

授業
• 校庭で、児童らと生き物をさがす
• 生き物をみる、ふれる、まなぶ
• 生き物と生き物、環境とのつながりを
考える

「生物多様性」の学び

「生物多様性」の普及啓発



小学校という「場所」での生き物調査と
市域の生き物調査の違い

•運動場・学習園・花壇・築山など典型的な（どの学校
も似た構成）場所

•地域の人々の関与（いきいき教室、PTA、校区教育
協議会など）の程度

•小学校の所在地近辺の環境（河川、港湾、大公園、
繁華街など）の影響
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講師らは最寄り駅から小学校までの生き物調査を実施

「大阪市域生き物調査」
市内33コースを設定し３年に１回季節を変えながら調査記録を蓄積している



おおさか環境科に掲載
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この学校に何種類の生き物が
いるでしょうか？ みんなでさがしてみよう！
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みつけたらなまえを記録しよう！
どこにいたか？
どんなようすか？
ほかの生き物とのつながりは？

…これらを学習します

この事業で行うこと
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講師・サポーターによる
事前調査

児童への授業

児童らによる調査

児童らのリスト記載

児童らのデータ発表

講師による
本日の生き物解説

標本整理

データ整理

講師は毎回、環境科学研究センターの研究員や植物・動物など
それぞれに詳しい４名による
各講師は、授業の際には児童ら10～20名の班を担当する
データは、講師・サポーター・児童らの記録を精査し統合
サポーターは、研修を受けた大阪市エコボランティア、大阪ECO動
物海洋専門学校教諭と学生等

春夏調査と秋冬調査
各校年２回
対象：第４学年



当日のタイムテーブル

• 講師らによる調査（1-2時限）

• 児童らによる調査への参加を授業として行う（3時限）
• 「見つける」「記録する」ただし、「小学校という場所」に限定して行う。

• 講師らによる授業（4時限）
• 「生き物について知る」

→学習指導要領に位置付けられる内容なので、あえてこの授業
では主たる目的ではない

• 「多様性について知る」

→小学校教育の単元として存在しない項目なので、もっとも重点
的に教える項目
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多様性を伝えるには…

• 「生き物の豊かな個性とつながり」・・「生物多様性」という言葉を

どう説明するか

• 今、目の前にある環境、生き物たちを、事例として取り上げる

• ○○と●●はつながっている ○○がいなければ●●は生きていけない

• いろんな個性があるから、環境が変わっても生き残れる

• いろんな場所があるからいろんな生き物が生きていける

• 「ああ、そうなんだ」 思考を深めてもらう

• 教諭らのまとめの言葉「ささえあってつながっているね」「個性は大切ね」となるはず
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• 「生き物にふれあう、育てる」・・本来の授業で扱う項目なので、

多様性を伝えるには不十分

• 「おもしろい、不思議」 これだけでいいのか

• 教諭らの「みんな目が輝いていた、楽しそうだった」という感想でいいのか

３つの「多様性」
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区 実施(予定を含む)小学校 区 実施(予定を含む)小学校

北区 滝川 東淀川区 豊里,豊新,大隅東

都島区 内代,都島 東成区 神路

福島区 生野区 西生野,生野

此花区 伝法 旭区 大宮,清水,城北,新森小路

中央区 玉造,中央 城東区 榎並,城東,すみれ,森之宮

西区 九条北,九条南,九条東,日吉,本田鶴見区 茨田,茨田西

港区 南市岡,磯路,港晴 阿倍野区 晴明丘,高松,晴明丘南

大正区
三軒家東,中泉尾,平尾,泉尾東,泉
尾北

住之江区 住吉川,南港桜,平林

天王寺区 味原,聖和 住吉区 苅田南,清水丘,墨江

浪速区 大国 東住吉区 田辺,矢田東,東田辺,湯里

西淀川区
野里,歌島,出来島,大和田,佃,佃
南

平野区
瓜破東,加美東,川辺,長吉出戸,長吉東,
瓜破西,加美,喜連東,長原,平野南

淀川区
木川南,十三,新東三国,野中,三津
屋,加島,神津,田川,北中島

西成区 橘,玉出,天下茶屋,長橋,千本

児童合計 5,386名
各校４年生、一部３年生を含む

2018,2019,2020年度実施校
(計81校)



生き物さがし 調査結果
各学校にお返しする成果
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2020年度末には全81校の季節別
種名マップがそろう予定



Keiko Masumoto 16

2018,2019年度実施校
(計60校) 種数

速報値による
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貴重な発見 2018年度、2019年度暫定
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分類群名 2018年度
確認種数

環境省
RL

(2012)

大阪府
RL

(2014)

大阪市：
保護上注
目すべき生
き物

鳥類 15 1 1

爬虫類 1

両生類 2 1

昆虫類 392 2 9

クモ類 28 2

貝類 9 1

その他無脊
椎動物 13

維管束植物 261 9

コケ類 5

地衣類 3

藻類 5

菌類 11

計 745 2 2 22

[1] 環境省４次レッドリスト（環境省，2012）に掲載される種数を示す。
[2] 大阪府レッドリスト2014（大阪府，2014）に掲載される種数を示す。

オオムシクイ、ヒラマキミズマイマイ、アキアカネ、ナツアカネ

分類群名 2019年度
確認種数

大阪府RL
(2014)

大阪市：
保護上注
目すべき生
き物

鳥類 14 0 1

爬虫類 2 0 1

両生類 3 (1) 2

昆虫類 238 3 11

クモ類 16 0 2

陸産貝類 4 0 0

淡水貝類 1 0 0

その他無脊椎
動物 5 0 0

維管束植物 253 1 22

淡水藻類 6 0 0

蘚類 21 0 0

苔類 5 0 0

菌類 5 0 0

地衣類 7 0 0

計 580 4 (1) 39

[1] トノサマガエルについては現在大阪市内で確認される集団は移
入によるものであり、在来集団は絶滅状態にあると考えられているた
め，( )で示している．

トノサマガエル、セスジイトトンボ、アキアカネ、ナツアカネ、ハンゲショウ

「調査」の成果



校庭で見つかった注目すべき外来種
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オオハキダメギク オオヒカゲミズ ハシカグサモドキ

近畿圏での発見例がない
中国における

侵略的外来生物市域西部で拡大中

「調査」の成果



天王寺動物園 レクチャールーム外 2019.3.19～4.7
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生き物すごいぜ！ 「生物多様性」の普及啓発

大阪市立中央図書館２階 2019.5.17～6.19

マンダイ・プレゼンツ 「とびだせ！昆虫だいぼうけん」
ATCホール 2019.7.23～9.1

大阪自然史フェスティバル大阪市立自然史博物館 2019.11.19～20
地域図書館・ECO縁日
おおさか環境ネットワークイベント



「小学校生き物さがし」で生物多様性
学習の「環境づくり」が浮き彫りに・・・

•人間が必要なものだけ選んで、他は殺してしまったら、
人間は生き続けられるだろうか と突き詰めた言葉をか
けることもあった

•子どもたちへの普及啓発だけでよいのか

•子どもたちの育つ場、学校環境は、大人たちが維持
管理している
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カタバミを全部抜いてしまったら
ヤマトシジミはやってこないよ・・

池にザリガニやカメがいたら、
トンボはいなくなるよ・・



学校ビオトープ 生き物も子どもたちも
大人たちをも魅了する
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No.1819_佃南小
アスレチックまわりのビオトープ

残念ながら2020年3月

廃校になりました

「生物多様性」を学ぶ環境



「生物多様性」を学ぶ環境を考える

•地形を活かす ＞斜面緑地

•大きな築山 ＞森と沼

•池の周りに草地を残す 水にはまる子もいるけど

•草地を残す適度な管理

•危険につき立入禁止…その必要があるのか

•刈り込まずに工夫できそう

•同じ芝生でも・・・

•侵略的外来生物も・・
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ビオトープさえあれば…？

• 「ビオトープを使った学習」のストーリーが、ほんとうに
「生物多様性保全」であるか検証しよう

• そこにある生き物だけに目を向けるのではなく、環境に
目を向ける学習ができるか
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ビオトープができたとしても…

• 「ビオトープづくり」イベントのあとの「ビオトープ管理」はど
うしているか

植える 枯れる また植える

飼う 死ぬ また持ち込む

増える 持ち帰る 逃がす・外部で増やしてしまう

•植えたもの以外の植物を排除するのはよいのか

•飼っているもの以外を排除するのはよいのか
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除草・防草・殺虫
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土壌面は草がなく露出している
ブロックの端には立ち枯れ状態の

草が残っていた

「生物多様性」を学ぶ環境

いたるところに防草シート

ネットで近寄れず見えない池

観賞用の花以外の草はない花壇

不自然な土壌
周囲の除草剤散布のためか、
池の内部の水草も枯れていた

栽培植物以外は枯死

除草剤をまいて樹木の苗も枯死

草もコケもなく、落ち葉もない
掃き清められた庭



「生物多様性」を学ばねばならないのは誰？

Keiko Masumoto 27

「生物多様性」を学べる環境づくり

環境づくりを担う人々
（教諭・管理作業員）の理解

生き物いっぱいの環境を
PTA・地域の人々が受け入れる

「生物多様性」を広く普及啓発



ならば「学校教育」として
これだけで満足していいのか
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生き物観察
楽しかったネ



生物多様性学習に
はずせないキーワード

•生き物の豊かな「個性」と「つながり」

•生態系の多様性 ・・身近な事例をあげて

•種の多様性 ・・身近な事例をあげて

•遺伝子の多様性 ・・身近な事例をあげて
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いろいろあって，それがいい．
みんなちがって，みんないい

教諭らのまとめの言葉
「ささえあってつながっているね」
「個性は大切ね」となるはず

３つの「多様性」
4年生でも大丈夫

「多様性」とは



教育者として…

•教諭それぞれが、生物多様性学習とはどういうものか、
理解しているか

• いわゆる「生き物教室」と同じだと思っているのではない
か

→普及・啓発が行き届いていないのではないか

この事業がきっかけとなり、浸透していくか・・・
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忙しくて
考える時間もない



施設管理者として…

•管理作業員ならびに校長・教頭が、学習園や校庭の
維持管理について、生物多様性に配慮しようとしてい
るかどうか

• 「雑草を残すことは許されない」「虫が発生して危な
い」「学校美化は業務」

•生物多様性学習のできる環境づくりへの配慮ができな
い

→普及・啓発が行き届いていないのではないか

行政による課題の共有とサポートも必要・・・
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人員や予算の削減を
抱えているが



地域の人々は…

• 地域の人々が学校に関与（施設利用・学習園や校庭の
維持管理）するとき、生物多様性学習につながるアクショ
ンかどうか

• 地域の人々が学校を訪問するとき「放置している」「きれい
にしてほしい」と、既存の概念で維持管理の不備であるか
の圧力をかけていないか

• 地域の人々は「生物多様性保全」に配慮することを意識
しているのか

→普及・啓発が行き届いていないのではないか
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最も難しい

徹底した草取り
飼育動物を放出・放流

遠慮してほしい



子どもたちを育てるために
子どもたち以外ができること
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学校の中だけではありません

生物多様性保全に向けて
立場の違う人々が連携して

取り組むことも大切でしょう

ご清聴ありがとうございました


